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 西日本社会学会第 82 回大会は、下記の通り開催されます。 

 

 日時：2024 年 5 月 25 日（土）・26 日（日） 

 会場：久留米大学御井キャンパス 

    〒839-8502 福岡県久留米市御井町 1635 

    Tel. 0942-43-4411 

https://www.kurume-u.ac.jp/access/ 

ⅰ．参加・発表申し込みについて 

 

本大会への参加をご希望の方は、同封の返信用ハガキにてお知らせください。懇親会の出欠につい

てもご記入いただきますようお願いいたします。また、不参加の方もその旨ご連絡ください。 

自由報告部会での研究報告をご希望の方は、同じハガキで報告題目をそえてお申し込みください。

なお、参加・報告は対面のみを予定しております。多数のご参加をお待ちしております。 

 

発表申し込み締め切りは、3月 29日（金）必着です。 

締め切り厳守でお願いいたします。 

 

※大会参加費・懇親会費については、「事前振込制」を予定しております。振込先等の詳細については、

次号ニュース（大会プログラム号）にてお知らせいたします。 

 

Ⅰ．第82回大会案内 

Sociological Society of West Japan 

西日本社会学会ニュース 
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ⅱ．歓迎の言葉 

 

石橋潔（久留米大学） 

 

 今回、久留米大学御井キャンパスで、第 82 回西日本社会学会大会を開催させていただくことにな

りました。 

 久留米大学は九州医学専門学校として 1928 年に創立し 96 年。現在では、医学部、文学部、法学

部、商学部、経済学部、人間健康学部の６学部あります。学生数は約 6500 人。キャンパスは、医学

部・大学病院が JR 久留米駅近くの旭町、そして久留米の東側に、文系の学部のある御井キャンパス

に分かれています。 

 西日本社会学会会員は久留米大学には４人です。文学部情報社会学科に中西吉則会員、伊藤慈晃会

員、それに私。法学部国際政治学科には松田光司会員。とくに中西会員は特任教授定年のため、久留

米大学所属としてはこの 2024 年度が最後となります。 

 学会会場となる御井本館は創立 90 周年記念事業として建てられた御井本館。御井キャンパスの拠

点となる施設で、筑後川沿いの平野を見下ろす少し高台にあります。キャンパスの周りには、九州沖

縄農業研究センター、南筑高校、久留米大学附設中学校・高等学校などがあり、文教地区といってよ

いと思います。JR の最寄り駅には久大本線の久留米大学前駅があります。 

 学会開催は不慣れではありますが、実り多い大会となりますよう、尽力していきたいと考えていま

す。 
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ⅲ．シンポジウムの概要（登壇者の所属は、2024年 2月現在のものです） 

 

テーマ：就労をめぐる不安定さと困難 

 

 高度経済成長とともに確立した日本的雇用システムは、多くの正規労働力を包摂する一方で、中小

零細企業の低賃金労働者や、日雇労働者、パートタイマーの女性などを活用しつつ周縁化してきた。

1990 年代以降、長引く不況や様々な社会変動を背景に、日本的雇用システムは現在まで大きく揺ら

ぐとともに、周縁的な不安定雇用を拡大させてきており、不安定就労層の拡大や若年無業者の増加も

指摘されてきた。国内で急増する外国人労働者の多くもまた、新たな周縁層を形成している。周縁層

の生活困窮リスクが高まるとともに、不安や疾病を抱えて、安定的な雇用への移行に困難をきたすな

ど、人々は様々な形の生きづらさを強いられている。一方で、これらの厳しい現実がどのように生き

られているのかは、必ずしも一様に把握できるわけではない。よって、マクロ・メゾ・ミクロの次元

に分け入りながら、理解を深める必要があるだろう。 

シンポジウムのねらいは、こうした今日の就労をめぐるさまざまな不安定さと困難が、具体的にど

のような形で立ち現れているのかを明らかにすることにある。その際、上記の社会変動に加えて、対

象とする地域の産業構造や経済状況といったローカルな文脈にも目配りしつつ、そこで生じる困窮や

生きづらさを理解しようと試みる。同時に、当事者がどのように現状と対峙し、抗い、道を切り拓い

ていこうとしているのかという生の実践、あるいは地域社会による問題への社会的対応が当事者に対

してもつ意味などにも目を向けたい。 

現時点での報告者、報告題目、報告概要は以下の通りである。 

 

第 1 報告 打越正行（和光大学） 

「沖縄の建設業からみる日本型雇用システム――建設現場の男性たちの社会関係・身体・感覚から読

み解く」 

本報告は沖縄の建設業から、特にそこで働く男性たちの社会関係、身体、感覚にもとづいて、日本

型雇用システムの欺瞞を暴くことを目的とする。ここでいう欺瞞とは、沖縄の建設業で働く男性らが

日本型雇用システムに依存しているのではなく、日本型雇用システムこそが、彼らに依存していると

いうことである。彼らは、厳しい上下関係を形成し、暴力をいとわない身体をつくりあげ、閉鎖的な

空間感覚／現在志向の時間感覚を身に付ける。それらはなんらかの指導や支援が行き届かない結果と

して表れるものではない。そうではなく、彼らが沖縄の建設業を生き抜く過程で積極的に身に着けた

ものであり、同時に身に着けざるをえない彼らの生き方としての文化である。その文化のダイナミズ

ムを読み解きながら、日本型雇用システムが、沖縄の建設業に依存してきた現実を明らかにする。 

 

第 2 報告 金本佑太（神戸学院大学） 

「若年無業者の社会的排除の実態と社会的包摂に向けた支援のあり方――地域若者サポートステー

ション事業利用者の事例から」 

 本報告では、地域若者サポートステーション（サポステ）事業利用者の事例をもとに、学校から離

れた後に就職しない・できないことで社会との接点を失ってしまう若者の社会的排除の実態と、就労

支援を通じて社会的包摂を目指すサポステの取り組みを報告する。日本社会に主流とされてきた「新
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卒一括採用」的移行が社会構造の変動のなかで達成困難となり、自信喪失や劣等感、人間関係の希薄

化、自己責任規範へのとらわれ、将来展望の持てなさといった生きづらさを抱え込まされている若者

が増えている。そうした多様な生きづらさの実態と、それらを解消するため地域社会のなかでサポス

テの取り組みがどう機能しているのか、サポステの存在は若者にとってどのような意味を持つのかに

ついて検討したい。 

 

第 3 報告 二階堂裕子（ノートルダム清心女子大学） 

「過疎地域における外国人の就労と生活――グローバル経済社会を生き抜く生活戦略としての越境

労働」 

本報告では、深刻な労働力不足にあえぐ過疎地域で就労する技能実習生や特定技能生などの外国人

を取り上げる。彼・彼女らは、低賃金かつ短期の仕事に従事するとともに、借金返済と家族への送金

のため、切り詰めた生活を余儀なくされている。また、外国人散在地域では、同胞ネットワークの構

築も困難となる。 

 その一方で、外国人のなかには、過疎地域での就労を「足がかり」として、技能実習終了後に異な

る就労ビザを取得し、別の地域（特に大都市部）や職種への移動をもくろむ者も少なくない。こうし

た状況のなか、外国人を長期間にわたって引き留めたい雇用者と、限られた選択肢の中から生活の質

的向上につながる道を見極めようとする外国人労働者の間で、攻防が繰り広げられ、ときに両者が手

を結ぼうとする。 

 上記のような現状認識のもと、本報告では、グローバル経済の進展を背景に、アジアの労働者がど

のような生活戦略によって海外就労を選び、過疎地域の就労先で直面する課題とどのように向き合い

ながら、いかなる将来を展望しているのかについて検討を加えたい。 

 

 なお、コメンテーターは、以下の 2 名が務める。司会進行は、二階堂が担当する。 

王美玲（台湾・淡江大学） 

堤圭史郎（福岡県立大学） 

 

 みなさま、どうぞご参加ください。 

（文責：二階堂裕子） 
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ⅳ．交通・宿泊案内 

 

大会開催校への交通案内（電車・バス等の利用情報を含む） 

〇久留米大学御井キャンパス（御井本館） 

 

 

アクセス方法 

〇西鉄をご利用の場合 

西鉄久留米駅下車 

↓ 

西鉄バス系統番号 1・1-1・2・7・9（久留米大学前、信愛学院 久留米、竹の子行にて朝妻または久留米

大学前下車） 

＜所要時間＞西鉄久留米駅から約 15 分 

 

〇ＪＲをご利用の場合 

ＪＲ久大本線「久留米大学前」駅下車 徒歩約 3 分 

または ＪＲ「久留米駅」下車 

↓ 

西鉄バス系統番号 1・7・40・48（信愛学院 久留米行で朝妻または久留米大学前下車） 

＜所要時間＞ＪＲ久留米駅から約 25 分 
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宿泊先情報 

久留米ホテルエスプリ 久留米市東町 339 0942-31-1300 

ホステル イルファーロ久留米 久留米市東町 38-13 0942-65-7140 

ホテルニュープラザ久留米 久留米市六ッ門町 16-1 0942-33-0010 

東横 INN 西鉄久留米駅東口 久留米市天神町 3-93-4 0942-35-1045 

クルメターミナルホテル 久留米市天神町 114 0942-39-4111 

久留米ワシントンホテルプラザ 久留米市東町 34-2 0942-32-0410 

ハイネスホテル久留米 久留米市天神町 1-6 0942-32-7211 

エンナンホテル 久留米 久留米市東町 29-10 0942-38-3811 

久留米ステーションホテル 久留米市中央町 2-14 0942-36-1122 

HOTEL AZ 福岡久留米店 久留米市山川追分 1-11-31 0942-41-8801 

時期によっては混み合いますので、お早めにご予約されることをお勧めいたします。 

 

 

＊ 2023 年度までの学会費が未納の方におかれましては、なにとぞ納入くださいますようお願い申し

上げます。 

 

＊ 西日本社会学会のホームページを、下記 URL にて運用しております。ご意見等ございましたら事

務局までご一報下さい。 

 

http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~sociowest/ 

 

〈編集後記〉 

＊ 学会ニュース 172 号をお届けします。今回は第 82 回大会の案内号です。お忙しいなか、玉稿をお

寄せいただいた先生方には深くお礼申し上げます。 

 

＊ 次回ニュースの発行は、4 月中旬の予定です。住所・電話番号・所属機関などの変更がございまし

たら、事務局までご一報下さい。よろしくお願い申し上げます。 

 

（事務局：髙嵜浩平） 

Ⅱ．事務局からのお知らせ 


